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（
予
備
費
）

第
七
条

機
構
は
、
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
る
支
出
予
算
の
不
足
を
補
う
た
め
、
収
入
支
出
予
算
に
予

備
費
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
予
備
費
を
使
用
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
使
用
の
理
由
、
金
額
及
び
積
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
も
っ
て
す
る
も

の
と
す
る
。

（
債
務
を
負
担
す
る
行
為
）

第
八
条

機
構
は
、
支
出
予
算
の
金
額
の
範
囲
内
に
お
け
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
毎
事
業
年
度
、予
算
を
も
っ
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

債
務
を
負
担
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
法

務

省

厚
生
労
働
省
令
第
四
号

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

金
田

勝
年

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令

（
経
理
原
則
）

第
一
条

外
国
人
技
能
実
習
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）は
、
機
構
の
財
政
状
態
及
び
経
営
成
績
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
財
産
の
増
減
及
び
異
動
並
び
に
収
益
及
び
費
用
を
そ
の
発
生
の
事
実
に
基
づ
い
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
勘
定
の
設
定
）

第
二
条

機
構
の
会
計
に
お
い
て
は
、
貸
借
対
照
表
勘
定
及
び
損
益
勘
定
を
設
け
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
計
算
の
過

程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
勘
定
を
設
け
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
予
算
の
内
容
）

第
三
条

機
構
の
予
算
は
、
予
算
総
則
及
び
収
入
支
出
予
算
と
す
る
。

（
予
算
総
則
）

第
四
条

予
算
総
則
に
は
、
収
入
支
出
予
算
に
関
す
る
総
括
的
規
定
を
設
け
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
規

定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

一

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
債
務
を
負
担
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
事
項
ご
と
に
そ
の
負
担
す
る
債
務
の
限
度
額
、
そ

の
行
為
に
基
づ
い
て
支
出
す
べ
き
年
限
及
び
そ
の
必
要
な
理
由

二

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
経
費
の
指
定

三

第
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
経
費
の
指
定

四

前
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
予
算
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
収
入
支
出
予
算
）

第
五
条

収
入
支
出
予
算
は
、
収
入
に
あ
っ
て
は
そ
の
性
質
、
支
出
に
あ
っ
て
は
そ
の
目
的
に
従
っ
て
区
分
す
る
。

（
予
算
の
添
付
書
類
）

第
六
条

機
構
は
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
九
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
予
算
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
次

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
事
業
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書

二

当
該
事
業
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
予
算
の
参
考
と
な
る
書
類

２

機
構
は
、
法
第
九
十
二
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
予
算
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更

し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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